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Abstract
The purpose of this research was to search for the way to improve the curriculum for the junior college stu-
dents to have the practicing abilities for the kindergarten teacher and the nursery teacher.  Two studies were 
conducted. One was a questionnaire investigation executed for the college students who attended the class 
"practicum in the teaching profession".  The other was a questionnaire and interview investigation done for 
the executive job of the kindergarten; it was consisted of the question items concerning the problem of teach-
ers’ abilities at the first few years, the ability formation requested for child care workers, and the matter re-
quested for the training organizations. 
The following was shown from the first research.  It was a problem to promote the practice power of the 
children’s expression activities.  The factors obtained as the effects of the class were the formation of the 
ability of the child care including the human nature, the formation of the ability to take care of the group, and 
the interpersonal relationship ability.  It was shown that practicing course content had brought basic power 
and confidence as the child care worker.  The second research showed that the ability formation at the first 
few years was a key, and cultivating the base of the ability formation of “reflection” in the teacher training 
was important.  Moreover, the ability to understand child’s developing process, the ability to make teaching 
plan, and the skill of piano and expression were pointed out as an expectation for the university more than 
before.







































目標」について，泉（2008）2）が紹介している．全体で 40 の目標を 9 つの分類としており，政策枠組みの
目標や，政策枠組みを具体化するための財政の目標，政策枠組みに入れられるべき保育の普及水準と保



























































1983 4）；佐藤　1997 5）；坂本・秋田，2009 6）など），授業をふりかえることが，力量を形成することにつ
































調査 1 では，平成 20 年度に引き続き，短大生を対象に，幼稚園教諭課程の「教職実践演習」科目履修
の前後の学生の意識や自己評価の変化を質問紙調査によって捉え，授業の効果を明らかにすることであ













調査 1 については，平成 21 年度後期の「教職実践演習Ⅱ」（1 回 2 時限続きの授業を 15 回）の授業の
第 1 回目と最終回に実施した．対象数は，授業を最後まで受講した 24 名である．
質問紙の項目は，平成 20 年度に実施したものと同一である．事前の質問紙では，①科目履修の動機
12 項目（5 件法），②履修前の幼児との関わり体験 12 項目（4 件法），③教育実習後で感じた自己の課題
13 項目（5 件法），④授業で身につけたいこと 13 項目（5 件法），及び自由記述欄であり，③と④は同一
の項目である．事後の質問紙は，①身につけていると思うこと 13 項目（5 件法），②身についていない
と思うことについての自由記述，③授業で伸びた力 13 項目（5 件法），④③に関する自由記述，⑤今後
さらに身につけたいこと 13 項目（5 件法）および自由記述であった．各質問項目内容については，結果
および山下（2001）1）を参照されたい．また，事後の結果については，昨年度との結果の比較も行っており，
昨年度履修生の事後のデータのある 29 名を対象として用いた．
調査 2 については，対象者 21 名である．ほとんどが，山下から依頼し承諾して下さった園長・主任・
指導主事という管理職にある先生がたである．もう少し数を多くしたかったが，将来的に幼稚園教員に
対する質問紙の構成の吟味という意味合いもあったため，少人数でも，率直な意見を頂けることを重視
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との相関に 1 対 1 の対応はなく，むしろ漠然とした力量のなさの自覚が，授業を通して，具体的な実践
力の向上をも感じさせることになったといえるのではないだろうか．
Table 5-1.  平成 21 年度短教履修生の履修後の自己評価と授業の効果についての認知
現在の力量 授業の効果 今後
平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD
1 豊かな人間性 3.29 0.859 3.88 0.537 4.88 0.448
2 教員になる確かな意志 3.75 0.944 4.13 0.900 4.67 0.702
3 学級経営の力 2.38 1.056 3.46 0.721 4.96 0.204
4 遊びを集団として指導していく力 2.71 0.908 3.96 0.624 5.00 0.000
5 教育課程の理解 3.04 0.955 3.54 0.721 4.63 0.495
6 季節・地域を考慮した環境構成のしかた 3.54 0.721 4.25 0.794 4.96 0.204
7 幼児の発達過程の理解 3.33 0.816 4.08 0.584 4.88 0.338
8 障害児への配慮の仕方 2.58 1.100 2.71 0.806 5.00 0.000
9 幼児の表現活動への支援 3.17 0.816 3.92 0.717 4.96 0.204
10 いざこざ・けんかへの介入の仕方 3.21 0.833 3.46 1.062 4.83 0.482
11 幼児一人ひとりへの配慮と受容 3.50 0.978 3.83 1.049 4.96 0.204
12 教員との関わり方 3.38 0.875 3.50 1.103 4.83 0.482
13 保護者との関わり方 2.58 1.176 3.63 1.245 4.92 0.282
（3）　調査結果の総括と「教職実践演習」をめぐって




























Table 6-1.  管理職が考える初任期教員の力量不足
項目内容
力不足の程度 問題と思う程度
平均値 SD 平均値 SD
1 教員・保育者としての情熱・熱意 2.58 0.961 3.21 1.548
2 教員・保育者としての自覚・使命感 2.68 0.946 3.26 1.408
3 教員・保育者としての倫理観 2.68 0.946 3.21 1.357
4 教員・保育者として成長しようとする姿勢 2.37 0.831 3.21 1.475
5 豊かな表情と表現力 3.05 0.999 3.45 1.099
6 社会人としての常識・マナー 2.80 0.768 3.40 1.353
7 教育・保育関連の法律の知識 3.32 0.749 3.21 1.228
8 保育行政・社会の動向の理解 3.37 0.895 3.20 1.105
9 学級経営の力 3.10 0.788 3.65 1.268
10 遊びを集団として指導していく力 3.05 0.826 3.50 1.357
11 教育課程・保育課程の理解 3.05 0.887 3.20 1.322
12 季節・地域を考慮した環境構成 3.20 0.894 3.35 1.182
13 指導案を作成する力 2.70 0.801 3.05 1.276
14 幼児の発達過程の理解 3.05 0.826 3.40 1.314
15 幼児の個性・多様性の理解 3.10 0.968 3.50 1.318
16 幼児の自発性・自主性を引き出す力 3.00 0.649 3.45 1.191
17 幼児の表現活動への支援の力 3.15 0.813 3.25 1.118
18 いざこざ・けんかへの介入の仕方 3.10 0.788 3.50 1.318
19 幼児一人ひとりへの配慮と受容 3.20 0.834 3.60 1.231
20 特に配慮を必要とする幼児への配慮の仕方 3.47 1.020 3.70 1.218
21 ピアノ・造形などの技能 2.40 0.883 2.85 1.424
22 先輩・同僚に助言を求める姿勢 3.00 0.858 3.55 1.504
23 他の教員・保育者との人間関係の持ち方 2.70 0.733 3.30 1.380
24 保護者との関わり方 2.90 0.641 3.50 1.318
25 地域との関わり方 3.56 0.784 3.16 1.214
次に，それらが，どのような要因から成り立っているのかを検討するために，因子分析を行った．固
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Table 6-2.  初任期教員の力不足についての因子分析結果（プロマックス法による）
項目
因子 No. 1 因子 No. 2 因子 No. 3 因子 No. 4 因子 No. 5
保育の基礎技能 保育の基盤力 社会的基盤力 保育構成技能 実践的技能
1 教員・保育者としての情熱・熱意 －0.071 0.765 0.239 －0.154 0.317
2 教員・保育者としての自覚・使命感 －0.001 0.861 0.318 －0.202 0.040
3 教員・保育者としての倫理観 －0.076 0.772 －0.012 0.230 0.144
4 教員・保育者として成長しようとする姿勢 0.154 0.535 －0.059 0.036 0.363
5 豊かな表情と表現力 0.175 0.416 0.666 －0.292 －0.042
6 社会人としての常識・マナー －0.047 0.688 0.472 －0.153 －0.118
7 教育・保育関連の法律の知識 －0.218 0.182 0.091 0.992 0.231
8 保育行政・社会の動向の理解 0.293 0.734 －0.017 0.101 －0.214
9 学級経営の力 0.781 －0.291 0.320 －0.071 0.083
10 遊びを集団として指導していく力 0.497 －0.075 0.357 0.199 0.394
11 教育課程・保育課程の理解 0.480 0.483 －0.131 0.258 －0.019
12 季節・地域を考慮した環境構成 0.840 －0.128 0.324 －0.017 －0.151
13 指導案を作成する力 0.200 0.086 －0.062 0.102 0.877
14 幼児の発達過程の理解 0.858 0.224 －0.180 0.015 0.138
15 幼児の個性・多様性の理解 0.902 0.198 －0.064 －0.061 －0.027
16 幼児の自発性・自主性を引き出す力 0.488 －0.300 0.076 0.530 －0.135
17 幼児の表現活動への支援の力 0.623 －0.163 0.449 0.022 0.272
18 いざこざ・けんかへの介入の仕方 0.607 0.096 －0.105 －0.177 0.184
19 幼児一人ひとりへの配慮と受容 0.762 0.180 0.189 －0.006 －0.009
20 特に配慮を必要とする幼児への配慮の仕方 0.891 0.129 －0.210 －0.011 0.089
21 ピアノ・造形などの技能 0.380 0.405 0.109 0.170 0.425
22 先輩・同僚に助言を求める姿勢 －0.011 0.209 0.686 0.217 －0.014
23 他の教員・保育者との人間関係の持ち方 －0.165 0.348 0.761 0.305 －0.068
24 保護者との関わり方 －0.087 0.587 0.275 0.256 －0.079


























Table 6-3.  力量形成における責任の所在について
項目
本人 大学 園 委員会 多重比較結果
平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD 平均値 SD （5% 水準での有意な結果）
1 教員・保育者としての情熱・熱意 4.95 0.218 4.00 0.918 4.30 0.657 3.65 1.226 本人＞園・大学・委員会
2 教員・保育者としての自覚・使命感 4.90 0.301 4.05 0.921 4.43 0.598 4.20 1.005 本人＞委員会・大学
3 教員・保育者としての倫理観 4.81 0.402 4.24 0.995 4.33 0.577 4.00 0.918 本人＞委員会
4 教員・保育者として成長しようとする姿勢 4.90 0.301 3.85 0.933 4.50 0.607 4.15 0.933 本人＞委員会・大学
5 豊かな表情と表現力 4.71 0.463 3.95 0.921 4.15 0.587 3.32 1.108 本人＞大学・委員会
6 社会人としての常識・マナー 4.62 0.669 4.33 0.658 4.38 0.590 3.85 0.933 本人・園・大学＞委員会
7 教育・保育関連の法律の知識 4.05 1.161 4.67 0.483 4.14 0.793 4.33 0.577 ―
8 保育行政・社会の動向の理解 4.10 1.179 4.38 0.590 4.19 0.680 4.43 0.676 ―
9 学級経営の力 4.71 0.463 3.70 0.865 4.67 0.483 3.70 1.031 本人・園＞大学・委員会
10 遊びを集団として指導していく力 4.62 0.498 3.90 0.968 4.67 0.483 3.68 1.003 園・本人＞委員会，園＞大学
11 教育課程・保育課程の理解 4.62 0.590 4.29 0.845 4.48 0.512 4.10 0.995 ―
12 季節・地域を考慮した環境構成 4.62 0.590 3.84 0.958 4.67 0.483 3.30 1.031 園・本人＞委員会，園＞大学
13 指導案を作成する力 4.81 0.512 4.35 0.671 4.67 0.483 3.65 1.089 本人・園＞委員会
14 幼児の発達過程の理解 4.71 0.561 4.45 0.686 4.57 0.507 3.58 1.017 本人・園・大学＞委員会
15 幼児の個性・多様性の理解 4.76 0.539 4.00 0.973 4.67 0.483 3.47 1.020 本人＞大学・委員会，園＞委員会
16 幼児の自発性・自主性を引き出す力 4.90 0.301 3.85 0.988 4.71 0.463 3.37 1.116 本人・園＞大学・委員会
17 幼児の表現活動への支援の力 4.81 0.402 4.05 0.945 4.71 0.463 3.53 1.073 本人＞大学・委員会，園＞委員会
18 いざこざ・けんかへの介入の仕方 4.95 0.218 3.75 0.967 4.71 0.463 3.37 1.165 本人・園＞大学・委員会
19 幼児一人ひとりへの配慮と受容 4.95 0.218 3.95 0.945 4.81 0.402 3.58 1.071 本人・園＞大学・委員会
20 特に配慮を必要とする幼児への配慮の仕方 4.90 0.301 4.00 1.026 4.86 0.359 3.89 1.150 本人・園＞大学・委員会
21 ピアノ・造形などの技能 4.81 0.402 4.33 0.658 4.00 0.649 3.40 0.940 本人＞園・委員会，大学＞委員会
22 先輩・同僚に助言を求める姿勢 4.81 0.402 3.70 1.081 4.48 0.602 3.32 1.057 本人＞大学・委員会，園＞委員会
23 他の教員・保育者との人間関係の持ち方 4.76 0.436 3.55 0.999 4.57 0.507 3.67 1.197 本人＞委員会・大学，園＞大学
24 保護者との関わり方 4.86 0.359 3.75 1.020 4.86 0.359 3.80 1.056 本人・園＞委員会・大学
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Table 6-4.  「ふりかえり」の力量と重要度
力量不足 重要度 重要度の因子分析結果





1 自分の保育知識について 3.35 0.813 4.55 0.605 0.440 0.059 0.528 －0.040
2 自分の保育技術について 3.40 0.883 4.60 0.503 0.157 －0.085 0.976 0.057
3 自分の幼児理解について 3.30 0.865 4.90 0.308 －0.199 0.441 0.439 －0.355
4 自分の環境構成について 3.55 0.826 4.80 0.410 －0.097 0.539 0.192 0.039
5 子どもの発言の受け止めについて 3.15 0.933 4.90 0.308 0.004 0.369 0.035 0.889
6 保育のその 1 日について 3.60 0.681 4.81 0.402 0.365 －0.030 0.186 －0.087
7 保育のその 1 週間について 3.16 0.898 4.60 0.503 0.869 0.163 0.101 0.273
8 保育のその 1 ケ月について 2.95 0.848 4.55 0.605 0.938 －0.034 0.111 0.257
9 保育のその 1 学期について 3.32 0.749 4.65 0.587 0.972 －0.233 0.094 －0.209
10 保育のその 1 年について 3.32 0.820 4.80 0.410 0.812 －0.005 －0.184 －0.187
11 保育中における瞬間瞬間 2.85 0.875 4.55 0.510 －0.162 0.367 0.211 0.224
12 子どもとの関係性について 3.25 0.910 4.80 0.410 0.391 0.618 －0.232 －0.032
13 同僚との協働・連携について 3.00 0.882 4.55 0.510 －0.092 0.857 －0.006 0.105
14 保護者との関係について 3.00 0.858 4.75 0.444 0.323 0.558 0.129 －0.528



















































P033-043.indd   43 2011/02/04   14:59:41
